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調査は 1991年 11月から 1993年 12月までのシンガポー ル滞在のうち， 1992 年9 月 か ら1993 年12
月までの関連日 A廟へ行き，セアンスのある日は霊媒の横でノー トを取り，同時にセアンスの










る場合がある。この第 3番目の場合を霊媒として呼ぶことができるという。同様に， 1.M. ル
イスが霊媒を「精霊の乗り物[ルイス， 1985 : 58JJ と解釈 して い る O 霊媒は超自然的存在が窓
依している状態では，超自然的存在の語りを，形式化されない自由な語りとして行うために，



















16歳ま での間は， 一生の う ち で一番邪鬼に取 り つかれやすい年齢であ る と考え ら れてい る た め
に病気になる，という理解をしていることを明らかにした。この「過関 [kwah kwaanJJ と

























い [Tapley， 1951:120, Wee,1976:171, Clammer,1991:80, Heinze，1993J 。 そ し て こ の拝神
の信仰の中心として寺廟があるO
A廟の場合， 国内北中部に あ る住宅密集地に位置す る ， 独立 し た建物4) を持つ寺廟であ る 。
この寺廟の成員は理事会組織の他にセアンスや年中行事の運営実行を担う会員により構成
されている o A廟の中心的神像で、 あ る耶府大人は19世紀末頃に中国福建省南安よ り 招来さ れ ，
現在地にあったカンポン(集落)に安置された。それ以来，嗣を建てられ廟付近のカンポンに
住んでいた人々がまつってきたのであり，現在会員と呼ばれている人々は彼らの後育であるO
1970年代後半か ら カ ン ポ ンが解消 さ れ 方々 の HDB (住宅開発局)フラットに分かれて住む
ようになってからも依然として「我々の廟」として集まって来ている o 1983年に は ， そ れぞれ
1km前後離れた場所に あ っ たL廟とK廟がA廟のあ る場所に移さ れ ， 3 つ並んで、改築 さ れたが，
理事会組織などは別々になっている O
セアンスに奉仕するために参加する霊媒の数は毎回不確定ではあるが，およそ 2， 3 人が来
ている。 A廟の霊媒の総数は12名であるが各自が職業に就いているため，セアンスの聞かれ
る夜も都合のつかない者が多い。廟の理事会以下，組織の成員は男性に限られ，霊媒もまた男




A廟に置かれてい る像 (I金身J) は全部で15であ る O 三王爺の (1)耶府大人， (2) 朱府大人 ，
リンキー
(3)李府大人 ， (4)大伯公。 五営軍将は旗 (I令旗J) だけ。 さ ら に(5)楊元帥， (6)楊大使， (7)楊
二帥， (8)楊三帥 ， (9)楊四帥 ， (10)楊五郎， (11)楊七帥。A廟の中 に は こ れ ら地上界の超 自然
的存在の像がある。さらに冥府(地下界)の嗣堂である普渡壇(中元とも呼ぶ)が併設されて
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図 2 天地三界十八仏諸神 〔津田 ， 1982:224)




ては L廟や K廟も含めた 3つの廟すべてを拝む場合もある Oシンガポール華人で，仏教徒の場
合毎月農暦の一日と十五日には「斎」として肉食を絶ち，神仏を拝む日となっているため，そ
の日に訪れた人々は 3つの廟のすべてを拝むことが多い。


















































1991年11月 か ら1993年12月 ま での調査期間の う ち1993年2 月9 日 か ら1993年6 月29 日 ま で
の 5カ月分， 575件のみを対象と し て い る 。 依頼件数の う ち依頼当事者が男性の事例 は289件 ，
女性の事例は286件であった。
依頼当事者の年齢は男性30歳代女性40歳代が多かった。(図 3表 1参照)依頼当事者の
居住範囲はA廟のあるアンモキオ (Ang MoKio) に集中 し て い る以外 は特に差はみ ら れ な
かった。(図 4，表 2参照)依頼の内容にはどのようなものがあったのか，項目に分類しその
上で，病気，仕事，子ども，精神関連についてはグラフにした。男女ともに病気に関する依頼




















05 1020 30 4050 60708090 王手
II 齢
49 1929 39 4959 69 79 89
図 3 1993年2 月9 日 から6 月29 固 ま での5 ヵ 月 分 性別 ・ 年齢 : 男女
表 1 1993年2月9日 から1993年6月29 日 ま での5カ月 分(575件) 事例の性別と年齢
女: 年齢 件数 男: 年齢 件数
0-4 31 0-4 38
5-9 10 5-9 16
10-19 25 10-19 37
20-29 27 20-29 49
30-39 52 30-39 53
40-49 53 40-49 44
50-59 35 50-59 26
60-69 37 60-69 15
70-79 15 70-79 9
80-89 80-89
90- 。 90-




























参考: SingaporeStreetDirectory , MinistryofLaw , 1991
表 2 地域別 ( 1 993年 2 月 9 日 か ら 1 993
年 6月 29日までのうち住所の判っ












































合計 575 図 5 依頼内容項目 : 男性
-283
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V 日取 り 笠

























































































男 祖母 l祖父 l母 妻 1 娘 l息子 i 牛 ウダイ
当事者の代わりに来た人(続き柄の判った事例のみ)
言十 女 祖母 i祖父 l母 オパ l キ ョ ウ ダイ 言十
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ll-l 災因と そ の対処方法












性格一一粗野な性格，何でも恐がる，注意が足りない， I驚嚇 [j ing he]6)J
運一一運気，縁













「超自然J， I そ の他」 の 5 分類に ， 方法22分類を 「薬処方J I符J I祭紀J I行動禁忌J I別の医
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表 8
災因:特にないー『なしJ r何で、もない J




災因 特にない 当事者 自然 超自然 その他 計 Z
方法 件数 121件 100 12 1 1 25 何t
薬処方 47(15.7%) 49(17.0%) 9(24.4%) 2 (3.9%) 。 107 15.4
符 122(40.7) 104(36.0) 1 (29.7) 24 (47.1) 8(47.1): 269 38.8
祭記 39(13.0) 27(9.3) 1(2.7) 14 (27.5) 7(41.2): 88 12.7
行郵燦忌 16(5.3) 33(11.4) 4(10.8) 4 (7.8) 。 57 8.2
別の医者・廟 3(1.0) 8(2.7) 1(2.7) 2 (3.9) 。 14 2.0
食物榔艮 30(10.0) 32(11.1) 7(18.9) 3 (5.9) 。 72 10.4
その 咽a・'駒山 43内も I‘，、 14υ q‘ ) 36 (‘、1 2 . 5 、) 4(‘I、10.8)、l 2 (υn‘9 、，‘) 2(、f'且L1可7): 8可f 12.5
----ーーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーーー---ーーー ・ーー-ーー司ーー ・ーーーーーーーー - 7'm-----
計 300(100.0) 289(100.0) 37(100.0) 51 (100.0) 17(100.0: 694 100.0
'
.1件の依頼に対する複数の災因を含む











表 9依頼と災因の関係 ( 1 993年 2 月 9日から 3 月 26日までの
144件の う ち 日取 り 等を除 く129件が対象)

































































(表 9 参照) ただ し ， 全体 と し て顕著な傾向 は見 ら れなか っ た。
E セ ア ン ス の事例
以下では，セアンスのおいて霊媒と依頼者が災厄等をめぐってどのような相互行為を行った
のか，具体的な事例を挙げて説明を加えた。 II章でみたような災困の分類に沿って， I特 に な




ill-I 特に な い
V事例1 1993年6 月22 日 : 46歳女性。 左足の甲が腫れて痛 し ' 0 3 週間に も な り ， 西洋医へ行っ
て注射をしてもらい薬を飲んで少しは良くなったがまだ治っていない。サテー(マレ一風
焼き鳥)を売り始めて二三日でこんなことになった。
霊媒(楊大使) : r手を出 し てo C依頼者の手首に棒をあててみ る ) 長時間歩い た り し な
いように，立ち続けるのもいけません。守れないとすぐにだるくなります。以前も右
足で同じ事が起こっていますね。中医へ行って按摩をして貰いなさし、。家の中の事は
問題ありませんO別の問題です。薬を処方しましょう。少菌- 1｢ C以下薬名続 く ) 。
霊符。」
(係が符と筆を渡す)







V事例2 1993年4 月9 日 : 39歳男性。 今の仕事 (営業促進) に不満を感 じ て い る ので ， 自 分
で仕事を始めようと思う。
霊媒(那府大人) : r今の仕事は どれ く ら いや っ てい ま すか。 」
依頼者: r4 カ 月 です。 」
霊媒: r何の仕事ですか。 」
依頼者: r溶接の会社です。 」
霊媒: r何を し よ う と思 う のですか。 J
依頼者: r不動産の仕事をや ろ う と思い ま す。 」
霊媒: r生辰 (生年月 日 ) は。 」
依頼者: rc農暦) 四月初ーです。 」
霊媒: r今年前半はや っ て はい け ま せん。 や る 時は ， 大伯公廟府へ行 っ て ， 祭杷を し な さ
し、。











礼」とは，鶏(ゆでたもの) 1 羽 ， す る め (海鮮の代表な ら何で も ) 1 束， 豚肉 (ゆでた も の)
1 塊の3 つ を1 つ の盆に合わせた ， 供物の最小単位O 他に は 「中牲 ( 1. 鶏。2. 鴨。3.す る


















































































































































































いるO例えば， I自分が陽を失いつつ あ り ， そ の た め に病気に な り や す い虚弱状態に陥 っ て い
る J [クラインマン 1992 : 178-179J と い う 信念であ る 。
「蒸気を避けるように」と言ったのはリューマチが湿度の高い場合に発症しやすし、からで
あろう。そして最後に， I符を酒に混ぜ， そ れで患部を さ す る 」 よ う に言 っ て い る が ， こ れには，
霊符のもつ威力が効果をあらわすという呪術的解釈が行われたからであろう。
V事例4 1993年6 月11 日 : 33歳男性。 本人来ていな い。 最近精神的に不安定， 夜遅 く 帰 っ て
くる O
霊媒(楊大使) : I家の中が複雑であ る o r太歳 (年の神) J の前へ行 っ て頼みな さ ~ )。家
に帰ったら麺線(素麺)を用意して一家全員で食べなさし1。家運がよくなし、。霊符










V事例5 1993年4 月6 日 : 38歳男性。10年以上 も頭がす っ き り せず く ら く ら す る 。 前 に代
わりに来てもらったが，今日は自分で来た。
霊媒(楊大使) : I どれ く ら い経ち ま すか。 」
依頼者: 118年間です。 い い時 も あ る のですが ひ どい時 も あ り ま す。 」




依頼者: I父親と不和で し た。 」
霊媒: I墓地でい い加減な こ と を話 し た こ と を覚えてい ま せんか。 」
依頼者: I覚えて い ま せん。 」
霊媒: I今 ， 自分で中元に行 っ て ， 香を三本持 っ て ， 説明 し て き な さ し 」 そ し て ， そ こ で










3 支を持 っ て ， 中元寺で拝んで ， 事の次第を説明 し て き な さ し 1 。 霊符。
陰魂と出会ってずいぶん経っている。時々ぼんやりするのはその時陰魂が来ている
からで，紙銭で追い払ったほうが…。明日の日暮れ時に十字路へ行って，陰魂を呼ん
で， 17年前に し た こ と につ いて説明 し な さ し \ 0
十字路儀礼で燃やすものは，






菜飯 7味( 7 種類)
男大童 1位( 1 人)
家の祖先には，
清香







(I宝扇 (大爺伯が持つ う ち わ)J で依頼者の後ろ半身を撫で る ， 前 も 同 じ 。 )









V事例6 1993年5 月18 日 : 3 歳男児。 本人来ていな L、。夜も昼も泣き食欲がなし、。ミルク
も飲まなくなって， 2 週間にな る O
霊媒(楊大使) : 1出生の 日 は。 」
依頼者: 13 月 18 日 です。 」
霊媒: 1何の神を置いてい ま すか。 」
依頼者: 1大伯公です。 」
霊媒: Ir驚』 ですね。 公婆祖先の と こ ろへ連れて行 っ て そ の前で拝んで説明を し て き
なさし、。霊符。」
(符を 3組書いた。)










V事例7 :1993年5 月14日4 歳女児。 発熱、があ り ， 一度 下が っ たが ま た高 く な っ た。
296-
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霊媒(大爺伯) : I風 も気温 も熱 t )か ら だ。 冷， 熱の も のすべて食べな い よ う に。 医者に
みせたか。」
依頼者: Iはい。 」
霊媒: I ビー フ ン は食べて はい けな い。 清淡な も のをたべ る よ う に。 鶏肉 も い けな L 、。あ
れこれ食べないように。鶏肉はだめです。特に咳ゃくしゃみをしている人には近づか
ないように。身体が弱っていますから。」
依頼者: I どれ く ら いで治 り ま すか。 」
霊媒: Iあ な た方がどの よ う に面倒をみ る かに よ り ま す。 ゆ っ く り 治る で し ょ う 。 」






III-4 超 自 然
V事例8 1993年5 月14 日 : 36歳女性。 葬式に行 っ て ， 帰 っ て き てか ら力が入 らず ， や る 気が
なし、。目が上につり上がり，精神的に不安定。
霊媒(大爺伯) : I ひ ざ ま づ き な さ い。 物を見る と き 日が霞み ま すか。 」
依頼者:円、いえ。」
霊媒: I陰物 (鬼) が一緒に付いて来てい ま す。 左目 は よ け いひ どいです。 符水を飲む と
きに，それをすこし取って日を洗いなさい。あれこれ貼ったりしてはいけません。今
はすこしましですか。菜飯と金銀紙と生卵を使って供養をしなさし、。霊符を用いて，











V事例9 1993年6 月29 日 : 43歳女性。 身体の具合が何と な く 悪 し 、 。 特に胃の具合がよ く な L 、。
霊媒(楊四帥) : I公婆 (祖先の位牌) は ?J
依頼者: Iあ り ま せん。 」
霊媒: I霊符は コ ー ヒ ー に (溶か し て) 使い な さ ~ \ o 天公 (玉皇上帝) に向か つ て助けて
くれるように拝んできなさい。」
依頼者: I保身の符を下さ い。 」
霊媒: I公婆が ( こ の こ と を) や っ て い ま す。 何が起 こ っ たのか ， 中元寺へ行 っ て説明 し
てきなさし、。(農暦の)月末の金曜日にもう一度来て，指示を受けなさ ~ \o家の中の
問題が大変複雑なことになっています。」
依頼者: Iそ う です ， 一番上の兄が癌で最近死んだ と こ ろ です。 」
霊媒はさらに符を書いた。
























たとえば，それらは(1)特定のタブーを破ったこと， (2) エ タ レ儀礼的 が行われていない こ と ，
(3) 特定の 「病名」 を持つ病気， (4) r体内損傷」 と し て一括で き る病因群， (5) 邪視で あ る 。 し
かし，診断し命名する (3)や ( 4)を災因とすること，現在ある災いの状態を引き起こした責任
を捜しあてる(1)や ( 2)とは区別する必要があろう。
ただし，テソの場合はシンガポールと異なり， r運命観J の欠如 し た社会で あ り ， 個人の一
生が生まれながらに定められているとか，個々の災厄は災因との個別な関係に還元され，その
災因を除去することで，個人は「理想状態」に戻ることができる[長島， 1987 : 412J と 述べ ら
れているように，災因と診断が不可分に結び、ついているのかもしれな~ )。











た。(1)症状を診断する o (事例 6 ・ 7 ) (2) 症状を診断 し ， 災因 に つ い て語 る 。 (事例3 ・8 )
(3)症状を診断 し ， 災因につ いて語 り ， そ の責任主体に言及す る 。 (事例5 ・9) し か し ， こ れ ら
のなかでの災因の語られ方が問われなければならない。事例 1を見てみると，依頼内容が申し
立てられたあとすぐに指示を出しているが，指示の内容は依頼者が災因を幾通りにも推測でき

































うに， I拝神」 は近年ではかつて指摘さ れた よ う な社会的に中下層の人々 に よ っ て支持 さ れ る

































1) seance は亙儀や降霊術会な どの訳 も あ るが ， 内容は霊媒が超自然的存在を滋依 さ せ ， 病気治療
や災厄などの悩みを解決するように相談を受ける会を意味し，こではそのまセアンスと呼ぶ事
にし Tこ。
2) シ ャ ー マ ン を治療者と して捉え る こ と も あ る [池田 ， 1992:158-161] 。








4) 1970 年代後半か ら始ま っ た都市開発に伴 っ て 多 く の寺廟 も統廃合を強い られた。 そ こ でA 廟の
ように独立した建物をもっ廟で‘はなく HDB (住宅開発公社)フラットの中の一部屋に像を置い
て存続させる寺廟もあった。また， 1970 年代以前か ら寺廟を持っ てい たのではな い ， 新興の カ ル ト
集団も HDBフラット内に活動拠点を置いている場合がある。
5) 中国南部では 「楊公」 信仰があ る が それ と の関連は明 らかにな っ ていな い。
6) 驚い た り ， 恐れた り す る 出来事を き っ かけ に ， た びた び熱を出 し た り 咳を し た り す る よ う に な る
こと。驚いた際に魂を落としたからと解釈されることが多い。
7) 祖父母を指す場合[Freedman. 1957:219J も あ るが 夫方の母親のみや祖先を総称 して指す こ
ともあった。
8) 災因の分類は上田[1990J も行 っ てい る が ， 長島 と類似の問題が残さ れて い る 。 ま た ， 問題解決
に向けてどのような説明が行われているのかその語りに注目した論文では浜本 [1993Jがある。
9) テ ソ において ， 婚入 して き た嫁に課さ れ る一組の禁忌で ， レ イ ヨ ウ 類や植物に関わ る各父系外婚
単位が守っている固有の禁忌とすべての嫁が守らなければならない家畜の内臓と骨を食べる事の
禁止といった一般的な禁忌がある[長島， 1987:371J 。 こ う し た禁忌を犯 し た時に行 う べ き儀礼をエ
タレ儀礼としづ。
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